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明けましておめでとうござい
ます。2023 年もどうぞ宜しく
お願いいたします。

コロナ禍で予定どおり渡航出
来なかった研修生達が米国での
1 年半研修を終えて 2022 年 12
月 22 日に帰国しました。彼ら
が旅立った 1 年半前の 2021 年
6 月頃は、日本国内に限らず世
界各国で COVID-19 感染拡大が
止まらない中であり、日本と米

国のコロナ感染防止のための水際対策の間隙をぬっての渡航
でした。今回彼らの帰国前の修了式は、在シアトル日本国総
領事館で開催され、BBCC 大学関係者や受入農家の事業関係
者が出席されました。久しぶりに大使館で開催された修了式
ですが、このような日米事業関係者が一堂に会して行われる
セレモニーは「海外での長期研修事業の意義の大きさ」を両
国間交流の成果として印象付け、再認識する機会となりまし
た。

ご存じのとおり、国際農友会による要請活動により、
2021 年度から海外研修参加者に助成金 ( 農業教育高度化事
業：上限 60 万円 / 人 ) の予算化が実現しました。しかしな
がら、昨年今年とコロナ感染拡大の影響を真面に受けてしま
い、例年より応募者数がかなり少ない事態が続いています。
助成金制度の予算措置継続のためには一人でも多くの青年が
助成金を活用した実績を上げなくてはなりませんが、現実と
して応募者増には至っておらず、成果・実績を証明出来てい
ない状況です。このまま予算執行が不十分な状況が続けば、

助成金の必要性を訴えてきた国際農友会からの要請が全く的
を射ていないと判断され、貴重なサポート体制が潰えてしま
い兼ねません。

今まで国際農友会は「国際農業人材育成議連」を通じて
農林水産省に海外派遣事業における成果、参加者減による研
修費等を含む様々な問題点を説明し、予算確保や都道府県へ
の助成金活用の働き掛け等をお願いしてきました。議連役員
からは、コロナ禍では仕方がなかったが今後募集活動方法を
検証し、応募者を増やす具体策を講じて欲しい、目標として
100 名を超える青年が農業研修生海外派遣事業に参加するよ
うな効果的な啓発活動を展開して欲しいと改善要求をされて
います。

わが国の財政赤字が膨らんでいる状況下で、ポストコロナ
をにらみ今後の経済成長のための戦略を立てる必要があり、
ロシアによるウクライナ侵攻で世界の食料事情の悪化の現実
を鑑みると、食料自給率が先進国の中で一番低いと云われる
日本では、食料安全保障の基本的な対策として、食料の確保
のみならず、自給率をあげるための国内における食料生産を
担う人材の育成・確保も重要な課題であります。これを契機
に日本の農業や農村地域全体の活性化を考えた総合的な戦略
を考えていくべきなのだと思います。

海外農業研修事業は、自らの力で将来を切り開くと云う若
い青年達が経験すべき姿がそこにあり、正に今の時代に求めら
れる「海外留学」だと思います。今こそ、若い人達の間に渦巻
いている閉塞感を打ち破るためにも、この助成金を活用してこ
の研修に参加して、将来に大きな希望や夢を持ちながら、自ら
を拓く精神を育成することがとても重要だと思います。

OB・OG の皆様には、周辺の青年達に農業研修生海外派遣
事業の素晴らしさを伝えて頂き、1 人でも多くの青年達に海
外研修への参加の呼び掛けて頂きますよう、ご支援ご協力を
お願い申し上げます。

ご挨拶　　　　　常務理事　坂元良二



2



THE NEW FARMERS 3



4

海外派遣事業が 70 周年を迎えるにあたり心よりお祝い
を申し上げます。

昭和 27 年にまだ戦後の混沌の中、海外のことなど考え
られもしなかった時代に将来の農業者には国際感覚と強い
実践力が必要との考えから 1 年制の実習生事業が創設され
ました。この時勢の中で事業が発想され実行に移されたと
いうことはまさに偉業としか言えません。農家の二・三男
対策が大きくクローズアップされてきました。長男は家を
継げるけど、二、三男はゼロからの出発という現実的課題
がありました。そこで昭和 31 年に創設されたのがカリフ
ォルニア研修事業です。他力本願ではなく自力で農業をス
タート出来るようにとの考えからできたのが 3 年制の事業
です。事業は 10 年間続き、4,000 名の参加者があり多くが
自らの資金で農業をスタートさせました。事業の目的達成
の外、国の外貨確保に大きく貢献したと聞いています。当
事業の終焉に伴い米国政府からの提案があり、昭和 40 年

（1965 年）に創設されたのが 2 年制の研修事業です。農場
における研修と学習を組み合わせた内容で幅広い農業青年
の研修と海外協力等に貢献する人材の育成を目指すことを
目的としています。

私はこの事業の第 1 回生として参加しました。総勢 160
名です。昭和 41 年 6 月に協会支部があるワシントン州シア
トル市からモーゼスレイク市に向けて出発しました。当時
日本ではワシントン D Ｃは知られていましたが、ワシント
ン州は何処？程度だったと思います。州の面積は日本の 45
％ぐらいです。州を縦断するカスケード山脈を越えて東側
に行くと見当たす限り沙漠です。2 年間の滞米研修は、6 か

月の学習と 18.5 か月の農場研修で構成されていました。そ
のうちの 3 か月の学習が沙漠の真ん中にあるモーゼスレイ
ク市のビッグベンドコミュニティー大学でした。日本から
の研修生を迎えるためにあたって我々は勿論ですが送る側
の協会も受ける側の大学も初めての経験で緊張があったと
思います。しかし、我々は大学からも町からも歓迎されま
した。寮生活の中で言葉が通じない壁がありましたが身振
り手振りで何とかお互い理解できたようです。それとこの
小さな町にも日系米国人の方々がおられ、大歓迎を受けま
した。週末は出かけて寮が空っぽになることが度々でした。
モーゼスレイク滞在中に町の生い立ちを知ることが出来ま
した。1929 年の大恐慌の際に米国政府のニューディール政
策によってコロンビア川を塞き止めダムを作り、沙漠に水
を引き大農業地帯を誕生させました。モーゼスレイク市は
その真ん中に位置します。これはまさにパイオニア的事業
であり我々一回生に求められることだと思いました。この
共通の学習後、長期農場研修のため各自が覚悟をもってワ
シントン、オレゴン、アリゾナ、コロラド、ネブラスカの
各州に向け出発しました。1 年後、第 2 回生の 177 名がビ
ッグベンドコニュニティー大学に迎えられました。この時、
1 回生は日本の関係者に評価されたと自負を持ったと思い
ます。

米国 2 年制 1 回生の出発

海外派遣事業
70周年に寄せて

社団法人国際農業者交流協会
元常務理事 松下 隆映
（鹿児島県 S39米1/S40米2）
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戦後間もなくの 1952 年に、農林大臣の経験者で農政の
神様といわれた石黒忠篤氏と東京大学教授の那須皓氏の両
氏の発想により創設され、日本農業近代化と振興のための
中核農業者育成を目的とした、農業青壮年海外派遣実習生
事業の開始から今年で 70 年が経過した。この事業は両氏の
ご尽力により、農業分野で当時世界の最先端を進むとされ
た米国カリフォルニア州への派遣事業として、当時の州知
事アール ウオーレン氏の強力な支援の下、カリフォルニア
大学農事普及部がスポンサーとなり開始された。

その後派遣先国として５３年度にはデンマーク、56 年
度にはブラジル、カナダ、ドイツ、スイスなどが加わり、
1963 年度にはオランダが、64 年度にはニュージーランド
派遣が加わり派遣先国は８か国となった。

また、1956 年度からはカリフォルニアでの実習生事業
の好評を受け、二・三男対策事業としてカリフォルニア研
修事業（3 年間）の派遣が開始された。ただ、この事業は
米国側の政策変更により僅か９年で打ち切られ、その後は
社団法人農業研修生派米協会が設立して受け継がれ、２年
制の事業として生まれ変わり、社団法人国際農業者交流協
会の派遣事業として運営された。そして、また形を変えな
がら現在にまで至っている。

これら事業の OB,OG の数はすでに１万数千人に達してお
り、日本農業の近代化や発展のために膨大な貢献を遂げる
とともに、国際社会においても農業分野での技術移転や教

育指導の分野で活躍している者の数は枚挙にいとまがない。
今日の近代日本農業の礎を築いた先達たちの貢献は、畜産
分野から園芸部門までのすべての分野をカバーし、多くの
専業農家の育成、発展を実現させ現在も継続されている。

世界に通じる貴重な農業体験をされた諸兄のたゆまぬ精
進で、次の 100 周年に向かう後継者育成に努められること
を期待しています。

国際農業者交流協会と各位のご活躍をカリフォルニアの
地より祈っています。

社団法人国際農業者交流協会　
元常務理事　

　本田 親盈（S36 米 1）

農業実習生海外派遣 20 周年記念大会では、上皇上皇后両陛下
（当時皇太子皇太子妃）にご臨席賜りました。

海外農業研修
70周年に寄せて

周年
記念
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ロサンゼルス近郊のパサデナ市で毎年１月 1 日に行われるローズパレードの様子
（1960 年代初頭）

学生時代、わたしはカリフォルニア州オレンジ郡の日
系人コミュニティの歴史を研究していました。19 世紀
末の黎明期～ 1980 年代の長期にわたり、この地域に生
きる人々の多くが、農業で生計を立てていました。わた
しは歯科医師であった永松先生の協力を得て、長きにわ
たってコミュニティを支えてくださった人々の語りを集
めていました。

2006 年のある日、先生はわたしに、「実は、うちには
秘密の歴史がある んだ」と言って、興味深い話をしてく
れました。

「僕が学生の頃、親父が日本の若者を何人かうちの畑
に連れてきて、苺やら野菜の収穫を手伝わせていたんだ
よ。どうやって親父が彼らを連れてきたのかはわからな
いけれど、調べてみたら面白いと思うんだよ。うち以外
でも日本人をとっていたところはいくつもあったから
ね。どうかね？」

このときの会話がきっかけとなり、わたしは永松家の
「過去」に興味を持つようになりました。しかしながら、
必要な情報を上手く集めることができずに、時ばかりが
経ってしまいました。

それから 1 年ほど経ったある日、先生はわたしにこん
な提案をしてくれました。

「先日、田中さんという方と会ったのだけど、彼のと
ころはうちと同様お百姓をやっていたんだね。それで、
話は彼のワイフのことなのだけど、彼女のおふくろは日
本語を話す方で、君が日本語でインタビューしてみたら
面白いだろうと思ったのだけど。どうかね？」

そう言って、先生は田中さんの義母にあたる吉岡さん
の連絡先をわたしに紹介してくれました。早速、わたし
は彼女の自宅を訪れ、当時のことを伺ってみました。す
ると、彼女は興味深いことを教えてくれました。

「戦争が終わって、キャンプ（強制収容施設）から戻

わたしは 3 年制事業を中心に、日系人の歴史
を研究している郷崇倫と申します。この事業は
国の農業政策や日本人の海外移住といったマク
ロな視点においてたびたび語られますが、当事
者個人の経験といったマイクロな視点において
は研究の余地が大いにあると思います。今回は、
わたしがこの事業について知るきっかけとなっ
た出来事について、お話しをしたいと思います。

郷　崇倫（ゴウ タカミチ）　　
日系リビングレガシー執行役員　
1982 年生まれ。台湾系二世。カリフォルニア州立大学
フラントン校で日系人の歴史を学び、2006 年にカリフ
ォルニア州オレンジ郡の日系人コミュニティの歴史研
究を開始。その後カリフォルニア州非営利団体日系リ
ビングレガシーに参加。2007 年 6 月以降、日本を拠点
に研究活動および社会貢献活動等を展開している。

略  歴

周年
記念
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ロメインレタスの収穫作業（田中農場：オックスナード） 午前 7 時 30 分、農場に向かうバスに乗る農業研修生たち（田中農場：オックスナード）

ってきて、うちのハズバンドが、日本から若い子を連れて
きたの。ニロウといって、うちではジローと呼んだの。北
海道から来た子でね、うちで 3 年くらい働いてくれたの。」

このときの彼女の語りは、わたしにとっては極めて重要
なものとなりました。戦後の一時期、日本人が何かしらの
理由で 3 年間、カリフォルニアで農作業に従事していたこ
とが、はっきりとわかったからです。また、彼女は親切に
も、わたしにジローさんの連絡先を教えてくれました。そ
して、一時帰国の機会を利用して彼に会って話をきくこと
にしました。

「いやあ、びっくりしたよー。君はアメリカ人なの？ 日
系の方？ 何世になるのかな？ 随分と日本語が上手だね。
で、なんで昔のことを知りたいのかな？」

彼は、わたしがやってきたことに、ただただ驚いていま
した。そして、挨拶を済ませると、わたしは彼のオーラル
ヒストリーにとりかかりました。すると、それまではフラ
ンクな態度でわたしに接していたジローさんが、真剣なま
なざしでわたしに語りかけました。

「国際農友会という組織があって、俺は先輩の勧めで応
募したんだ。アメリカで働けるとか、お金をたくさん稼げ
ると言われたからね。たくさんの人が応募したから無理だ
ろうと思ったけど、一生懸命やって、周りの人々も応援し
てくれてようやく選ばれたんだよ。」

「俺達が若かった頃は、中学や高校を終えたらお金持ち
のところは大学へ、そうでないと就職、あるいは自衛隊だ
ったんだ。俺の場合はアメリカの吉岡のボスのところで 3
年間働いたよ。イチゴやら野菜やらをもいだ。仕事は大変
だったよ。何時間も腰を曲げて作業をするんだ。畑の畝な
んて、日本のものとは比べものにならないくらい長くて、
何百メートルもあるから、たった 1 列作業しただけでヘト
ヘトだったよ。それも、朝から晩までずっと農作業。しか
もメキシカンと一緒にいると競争になって、誰が一番早く

イチゴをもげるか、苗を植えられるか、間引きできるか、
そういうのを競ったよ。」

彼の語りは、当時の人々の存在を活き活きと伝えるもの
でした。戦争が終わって間もない頃、当時の日系人コミュ
ニティにおいては戦後の復興期にあたりますが、そのよう
な重要な時期に日本人が日系人の経済活動を支えていたと
いう事実は、わたしにとっては非常に衝撃的なものでした。

同時に、このような事実を残さねばならないとも思いま
した。アメリカに戻りジローさんとのやりとりの一部始終
を永松先生や大学の先生方に話すと、彼らは強い興味を示
してくれました。

おかげさまで、このような出来事があって、3 年制事業
の歴史研究はわたしのライフワークへとなりました。以後、
カリフォルニアに住んでいる方々、そして日本に住んでい
る方々、双方のご協力をいただいて今日にいたります。

3 年制事業に携わった皆様へ、この記事を読んでくださ
り、ありがとうございます。私は現在もこの事業にかかわ
った皆様のオーラルヒストリー（インタビュー）を実践し
ています。興味がありましたら是非ご連絡ださい。

メールアドレス tgo@jalivinglegacy.org　
電話番号 090-6153-4158



8

Aloha ！私は冬でも
日中半袖で過ごせる
ハワイ州マウイ島で
研修しています。こ
こでは主にカボチャ、
イチゴ、ブルーベリ
ー、スイートオニオ
ンを育てており、マ
ウイ島で唯一パンプ
キンパッチ（カボチ

ャ販売やそれに合わせた楽しいイベント）を行うファームです。そ
のため毎年ハロウィンには、たくさんのお客さんが農場にやってき
ます。ちなみにマウイ島ではカボチャは Kabocha で通じます。

私がこのファームで最初に驚いたことは「雑
草の多さ」です。毎日雑草と戦っているのです
が、ある日自分の背丈ほどの雑草が生い茂って
いる場所に連れてこられ、何をするのかと思っ
ていると、「ここでカボチャを収穫しろ」と言
われとても驚きました。手で平泳ぎするように
雑草をかき分け、一生懸命収穫をしました。…
たまにカボチャを踏みながら。

作業は他の従業員と一緒にしていて、私はい
つも最後尾になってしまいます。単純な作業で
すが自分が周囲についていけていないのを感じ

ます。農業の大変さを感
じるとともに、最近は自
分に適した効率的な作業
の仕方について考えるよ
うになりました。

私はバスを利用して出かけるのがあまり好きではなく、かとい
ってただ部屋でゴロゴロするのも嫌なので、お休みもファームで作
業させてもらうことが多いです。先日は初めてビーチに連れて行っ
てもらったので、シュノーケリングをしてみたらアオウミガメと出
会うことができました！そして、ラハイナの沿岸を車で走っている
ときに、なんとクジラを見ることもできました。その他にも、パン
プキンパッチで出会った日本人やその友達たちと一緒に、ファーマ
ーズマーケットで誘われたマウイ島のポップアップパーティーにも

連れていってもらいました。アメリカに来
てから作業も休日も、日本では経験できな
いことをたくさん味わえるのでとても充実
しています。

そして来年のパンプキンパッチと専門学
習で同期のみんなに合えるのを楽しみに、
残りの研修も精一杯頑張っていきたいです。

研修生からの便り

私は帯広畜産大学を休学し、現在はオランダの有機農家で研修に
励んでいます。

ここでは、持続的な農業を目標に、バイオダイナミック農法を採
用しており、作物や家畜自体が持つエネルギーを効率よく利用する
ことが特徴です。

また、20 種類以上もの作物に加え牛、鶏、羊を飼育しているので、
私の日々の作業はとてもバラ
エティーに富んだものになっ
ています。

研修開始当初の春には、牛
の給餌、昨年収穫した馬鈴薯、
玉ねぎ、人参の包装を行い、
そのうちに段々と除草作業が
多くなりました。そして夏を
迎えると各野菜の収穫に追わ
れ、最後の赤キャベツが終了
した現在、春と同じルーティ
ーンに戻りつつあります。

その他にも臨時で羊の引っ
越し、収穫用ボックスの掃除、
花壇の手入れ、時には農業機
械のパーツづくりなど多岐に
わたる経験をしています。

また、この農場では様々な

国からの研修生を受け入れてい
るので、これまで 10 ヶ国以上
もの異なる国籍の人と交流しま
した。

年代も 14 歳の学生さんから
80 代の熟練農家さんまで。さ
らに農業へのかかわり方も様々
で、農業学校の学生さん、種子
会社、スーパーマーケット、農
機具会社に勤めている人、取材
に来た地元テレビ局の人々など
多様です。

このような人との交流では、異なった環境で育った彼らの意見に
共感できないことも多々ありましたが、自分と違う考え方や意見を
知ることが楽しいです。

また、会話を進めていくにつれ共感できる点を見つけ親しくなっ
たりなれなかったりを繰り返していくうちに農業のみにとどまらな
い学びを得ていると実感しています。

日々の生活の中で研修へのモチベーションが下がってしまうこと
もありますが、私の配属先農家さんが面倒見の良い人であることも
あり、とても充実した研修をさせて頂いています。

残りわずかですが、ここでしかできないことを
存分に満喫して、さらに充実した研修にしていこ
うと思います。

私の日常
佐々木 未菜（埼玉県 R3 アメリカコース）

配属農場：Kula Country Farms

ここでしかできないことを存分に！
深澤 満理奈（愛知県 R3 オランダ）

配属農場：GAOS

パンプキンパッチ、スタンド入口

赤キャベツの収穫

 大好きな農場での農作業

ウミガメに遭遇！感動！

人との出会いも充実してます
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私は今、宮城県の和牛繁殖農家の横田牧場で研修を行っています。
この牧場にはは繁殖母牛が約 120 頭おり、採卵（受精卵販売）に
も力を入れています。

国内農業実習をするにあたり、私ははっきりとした将来設計が出
来ておらず、ふわふわしていました。そこで、来年アメリカでの研
修に参加する前に、農業経験はもちろん考え方や将来の計画など、
しっかりとしたものを持ちたいと思って参加することを決めました。

農場主の横田さんは新規就農でゼロから牧場を始めた方なので、
とてもストイックです。仕事をしているとき失敗するとすごく厳し
く叱られます。怒鳴られ、帰れと言われ、怒られることに慣れてい
なかった私にとって、とても厳しい環境だと思います。しかし怒ら
れる原因は私にあって、ちゃんと報告をしないことや何度も同じミ
スを繰り返していることに、自分の弱さや未熟さを痛感する日々で
す。

私は将来実家の牧場を継ぎ、100 頭規模にまで大きくしたいとい
う目標があります。大規模経営にするために、牛や経営の知識や効
率的に仕事をすることなど、まだ私に足りない部分がたくさんあり
ます。

私がこの研修で力を入れていることは「牛をみること」です。餌
の食べ具合や行動から健康状態や発情を見つけます。しかし見たつ
もりになって牛の変化に気づけていないことがありました。横田さ
んに着目点を教えてもらいながら、短い時間でも効率的に多くの頭
数をみることができる様に頑張っています。

初めは怒られて怖い、どうしたらいいか分からないという気持ち

が大きかった研修ですが、今はた
くさん支えてもらっている分頑張
らないといけないと思っています。
国内研修も残り 4 ヶ月ほどになっ
てきました。残りの研修期間でも
多くのことを吸収したいと思いま
す。そして、将来、横田さんに自
慢できる農場経営ができるように

アメリカ研修や帰国後に努力して頑張っていきたいと思います。

私はクイーンズランド州ボーエンで家族経営のオーガニック農園
にて研修をしています。この農場は女性アグロノミスト ( 農学者 )
のボスが 5 年前に大きく生い茂ったマンゴーの農場を購入し経営を
始めました。当初マンゴーのみだった農場を、トマト、ナス、パッ
ションフルーツといった品目を増やしながら面積拡大し、オーガニ
ック認定を得て生産をしています。今はご主人と家族と共に経営し
ています。

研修は 5 月からスタートし、本夏が始まるまではマンゴーの木
の剪定やトマトやナスの植え付け、その他野菜含め収穫や箱詰めを

しました。現在はマンゴ
ーの収穫と箱詰めをして
います。一つ一つの作業
を丁寧にスピーディーに、
を心掛けていますが、丁
寧すぎてスピードが遅く
なるため、ある程度の見
切りが大切だなと感じま
した。その見極めに自信
が持てるまでマネージャ
ーに確認を何度もしまし
た。

私は 2 年前に全く違う
職業から農業の道を志し
ました。新しい視点を得

るため、言語の習得のためこの
研修に参加しました。1 年間も
日本を離れたことはなかったの
で日本の生活のありがたみを感
じたり、逆にオーストラリアの
良い部分を感じたりします。オ
ーストラリアの農業は面積が広
いので、トラクター、ハーベス
ターなどの機械が大きかったり、
定植ではトラクターの後ろにつ
いた椅子に 2 人並んで座り前進
に合わせ手で植えていくスタイ
ルなど新鮮です。オーストラリ
アの農業は効率重視だと思いま
す。プライベートは研修先の家
族が食事会や誕生日会に招待く
ださり、オーストラリアのボードゲームやお酒を飲みながらお話し
できて充実しています。それ以外でも出会った多くの方が良い人で、
自分もこういう人になりたいと憧れます。研修に参加していなかっ
たらこの素晴らしい出会いはなかったし、いっそう農業が好きにな
りました！

貴重な一瞬一瞬を大切に、お世話になった方々
や家族、友人へ良い報告ができるよう残り少ない
研修を悔いないよう過ごし精進してまいります。

今を頑張る
平井 碧（熊本県 R4 アプレンティスシップ研修生）
 受入農場 : 横田牧場（横田 久憲　宮城県 S9 米２）

プランティング作業

農場では機械操作も任されています。

子牛の授乳中

ボスと一緒に

ウミガメに遭遇！感動！

貴重な出会いに感謝
鈴木 里穂（千葉県 R3 オーストラリア）　

配属農場 : Lower Don Organics
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賛助会員・寄付のお願い
国際農業者交流協会の活動をご支援ください！
●賛助会員

本会の活動にご賛同いただき年会費によって本会を支えて頂いております。希望される方は、協会までご連絡ください。　
●寄付金

本会への寄付金は、公益目的事業の運営に用いることと定められています。
ご寄付にあたってはゆうちょ銀行（同封の赤色の払込取扱票）又は、銀行振込（振込手数料はご負担ください）をご利用いただけます。　

払込取扱票 銀行振込先口座

ゆうちょ銀行
加入者名： 公益社団法人国際農業者交流協会
口座番号： 00110-8-538246
◆領収証送付のため、通信欄にご芳名、ご住所、 電話番号をご記入ください。

みずほ銀行 蒲田支店
普　通： 3106914
口座名： 公益社団法人 国際農業者交流協会
シヤ） コクサイノウギョウシャコウリュウキョウカイ 
◆領収証送付のためにご芳名等がわかるようにお振込みください。

賛助会員及び寄付者には、税額控除団体の証明書と共に領収証を翌年２月中旬までに
送付しますので、確定申告にて税額控除を受けることが出来ます。

また、公益法人への寄付に関する詳しい説明のあるページをご紹介します。
https://www.koeki-info.go.jp/pictis_portal/other/zeisei.html

賛助会費·寄付金へのお問い合わせはこちら
電話番号　03-5703-025１

事業関係者の動向

協会の動き

訃報　謹んでご冥福を
お祈りいたします。

Tommy Haruo Yotsuuye 氏
長年、研修生の受入農家を

し て 下 さ っ た Tommy Haruo 
Yotsuuye 氏
が 2022 年
11 月 16 日
に亡くなり
ました。81
歳でした。

令和 5 年 4 月 1 日より、令和 5 年度
農業研修生海外派遣事業の募集がスタ
ートします。

新型コロナウイルス感染症の流行が
落ち着き、ウィズコロナの時代を迎え
て、海外農業研修の在り方、募集の仕
方にもより一層の工夫が必要となって
おります。未来の農業者育成を担う本

事業を運営していくにあたり、OB・OG
の皆さんのご支援が必要です。

皆さんのキャリアや体験談を積極的
に周知していただき、海外農業研修で
学んだことや、この時代だからこその
海外農業研修の良さを広めていただき
ますようお声がけをよろしくお願いい
たします。

協会では、海外から農業研修生の受
入事業や主にフィリピンとタイから技
能実習生の受入事業を実施しています。
特定技能に関する事業も行っています。
農場の規模拡大に際して人材が必要、
外国人技能実習生に興味はあるけどサ
ポート体制のあるしっかりとした組織
にお願いしたい、あるいは、実際のと
ころ外国人の受け入れには不安がある
という皆様、是非お気軽にお問合せく
ださい！！

研修生・技能実習生・特定技能の受
け入れによって個々の経営の発展ばか
りでなく、国際交流を通じて地域を活

性化させていきましょう。

≪お問合せ≫
受入業務課
電　話：03-5703-0254
メール：jaec01ukeire@jaec.org

■受入農家を募集中！

■令和5年度海外農業研修生募集！

欧州研修生の春季会合、スイスにて

沖縄の受入農家と一緒に
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｜退　職｜ ～お疲れ様でした～　令和４年 10 月 31 日　髙橋竜生　　（業務部受入業務課職員）

協会の動き

令和4年6月16日以降（NF252にて紹介後）に御寄付頂いたのは次の方々です。（令和4年12月6日現在）
　　

北海道/ 田中 滋久　瀬口 俊行　中山  範　高松 正忠　青森県/ 七戸 堅　藤井 英雄　岩手県/ 横石 善則　小山田 敦　三浦 利章　宮城県/ 
曽根 善哉　高橋 惣一　松崎 安典　横田 久憲　秋田県/ 千島 義和　深澤 誠　山形県/ 伊藤 誠之　渋谷 政信　福島県/ 箭内 正次　茨城県/
大原 篤　田崎 秀明　栃木県/ 伊藤 直樹　群馬県/ 後藤 幸三　大山 岳志　森田 精一　埼玉県/ 石井 豊史　羽鳥 雄一　深井 博　千葉県/ 
藤井 佐紀子　末石 博邦　岩澤 正直　東京都/ 三好 政司　風間 徹　丸山 隆昭　高杉 晋一　前原 四郎　伊藤 一男　豊田 正則　神奈川県/
福田 行洋　福原 康人　和田 良一　石渡 康郎　新潟県/ 長橋 良穂　荻荘 誠　仁多見 繁隆　田島 静夫　松原 守　家老  洋　富山県/ 酒井 進
石川県 /南出 清司　福田 進　藤村 幸司　山梨県/ 雨宮 一敬　長野県/ 岩田 康宏　雫田 米男　清水 次男　静岡県/ 鈴木 好之　愛知県/ 
後藤 敏子　横山 賢一　三重県/ 水野 三隆　草川 久生　京都府/ 近藤 康人　中野 宏　砂川 祐司　小嶋 直樹　大阪府/ 西野 安藏　兵庫県/
汐谷 保　加藤 寿之　奈良県/ 水田 恵一郎　鳥取県/ 梅津 博文　島根県/ 白根 正志　岡山県/ 妹尾 始　岡邊 多恵子　広島県/ 栗田 賢
山口県/ 木下 辰己　村上 成人　徳島県/ 楠 正人　香川県/ 間嶋 亨　愛媛県/ 渡辺 吉男　幸野 千代志　工藤 清志　広沢 初志　梶谷 大治
高知県/ 森本 長利　福岡県/ 田中 清喜　佐賀県/ 稲富 篤　松隈 邦博　長崎県/ 藤川 勇　里崎 徳一郎　熊本県/上野 政重　小嶋 綾子
一瀬 俊郎　大分県/ 仲野 金郎　宮崎県/ 甲斐 秀徳　黒岩 克成　 武田 馨　松岡 洋一　鹿児島県/ 牧之   瀬正廣　板元 岩雄　川野 眞砂子
沖縄県/ 宮城 孝次　仲本 英宏　その他/ 派米10回生同期会 （順不同、敬称略）

また同じく、今回新たに賛助会員へ入会された方々です。　
　　

北海道/ 糸屋 新一郎　青森県 / 平井 秀樹　岩手県/ 佐々木 嘉春　紺野 啓　宮城県/ 半澤  善幸　今野  建司　福島県/ 大内 俊昌　栃木県/
和氣 達哉　柳町 広　埼玉県/ 石井 豊史　細田 保浩　羽鳥 雄一　千葉県/ 藍川 英樹　礒貝 正一　林 百合香　神奈川県/ 早藤 義則
吉田 勝一　伊藤 洋文　福井県/ 建石 正治　武藤 明彦　長野県/ 横森 利明　青野 勝　菊池 辰夫　高見澤 宣男　菊池 隆明　原田 雅明
雫田 米男　髙見澤 良夫　嶋崎 兵治　井澤 亮　雫田 茂　中道農園株式会社　井出 博彦　今井 瑞穂　由井 元成　上田 眞一郎　菊池 久登
道木 太郎　浅見 満　富永 創治　静岡県/ 渡辺 守男　兼子 保峰　愛知県/ 内藤 完次　宮下 優子　横山 賢一　京都府/ 小嶋 直樹　和歌山県/ 
冨岡 幸男　橋詰 孝　岡山県/ 石原 直樹　大内 盛勢　広島県/光永 浩章　愛媛県/ 工藤 清志　田村 隆悟　森崎 正　福岡県/ 田中 信喜
熊本県/ 中川 利美　宮崎県/ 冨満 哲夫　向髙 亮次　沖縄県/ 石川 清友　林 昌平　喜友名 朝秀　株式会社 ファインフルーツおおぎみ
（順不同、敬称略）

協会人事

子供が通っていた小学校で飼育していた烏骨鶏がいつの間にかいなくなってい
た。息子が飼育当番の時一緒に草やパンくず、ミミズなどをあげると喉を鳴ら
せてついばんでいたが、卒業してからは意識の外にあり、先日ふと気になって
小屋をのぞくともぬけの殻だった。時々可愛がるのは真実の愛情ではないよな
と思いつつ、握っていたパンくずを払い捨てた。

編 集 後 記
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北海道・東北ブロック

関東甲信静越ブロック
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す
。
本
年
度
も
北
海
道
大

学
、
酪
農
学
園
大
学
、
拓

殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学
、
北
海
道
農

業
大
学
校
、
帯
広
畜
産
大
学
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
大
学
の
学
生
は
、

道
外
か
ら
き
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
協
力
す
る
中
で
、
少
な
か
ら

ず
「
つ
な
が
り
」
か
ら
得
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
時
が
あ

り
ま
す
。

私
は
今
農
業
で
な
く
販
売
業
に
就
い

て
い
ま
す
。「
農
」
か
ら
生
ま
れ
る
食
べ

物
を
活
か
す
た
め
、
消
費
者
へ
繋
げ
る

た
め
の
仕
事
で
す
。
食
べ
物
が
消
費
者

の
元
に
届
く
た
め
に
は
育
て
る
人
だ
け

で
な
く
、
加
工
す
る
人
、
運
ぶ
人
、
売

る
人
…
様
々
な
人
が
関
わ
り
、
デ
ジ
タ

ル
化
も
進
む
世
の
中
で
、
今
ま
で
関
わ

っ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
の
と
こ
ろ
も
身

近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
現
代
だ
か
ら
で
き
る
「
つ
な

が
り
」、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
生
産

す
る
人
だ
け
の
繋
が
り
で
は
な
く
、
分

野
の
垣
根
を
越
え
た
繋
が
り
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
発
展
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

斉藤 誠幸
（北海道 /H21/ スイス）

栃木県国際農友会 会長　
大森 則子（栃木県 /H16/ 米 1）

組織会長挨拶

佐川氏の基調講演

今
年
は
栃
木
県
国
際
農
友
会
に
と
っ

て
忙
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
11
月
21

日
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
て
関
東
甲
信
静

越
ブ
ロ
ッ
ク
営
農
研
究
会
を
３
年
ぶ
り

に
開
催
し
、
久
し
ぶ
り
に
ブ
ロ
ッ
ク
メ

ン
バ
ー
同
士
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
実
際
会
っ
て
対
話
が
で
き

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
、
有

意
義
で
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
関
係
者

の
皆
様
の
長

期
間
に
わ
た

る
多
大
な
ご

尽
力
の
お
か

げ
で
す
。
改

め
て
心
よ
り

御
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

今
回
の
テ

ー
マ
は
「
持

続
可
能
な
農

業
農
村
の
発

展
を
目
指
し
て
」。
こ

こ
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
国
際
政
情
や
経
済

状
況
が
ま
す
ま
す
不
安

定
化
し
、
農
業
だ
け
で

は
な
く
世
界
中
が
厳
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
？
コ
ロ
ナ
の
特
効
薬 

を
作
る
こ
と
も
で
き
な

い
し
、
国
際
紛
争
の
仲
裁
に
入
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
大
規
模
農
業
法
人
を
立

ち
上
げ
日
本
の
食
料
自
給
率
を
1
0
0

％
に
す
る
の
も
直
ぐ
に
は
無
理
で
す
。

私
た
ち
個
人
が
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず

自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
今
一
度
自
分
を
見
つ
め
な
お

し
良
い
方
へ
変
え
て
い
く
と
い
う
、
当

た
り
前
で
す
が
地
道
な
努
力
が
必
要
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
基
調

講
演
者
佐
川
友
彦
様
も
「
守
り
な
が
ら

変
え
て
ゆ
く
」
を
テ
ー
マ
に
阿
部
梨
園

様
で
の
事
業
改
革
に
取
り
組
み
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
み
な
く
公
表
し
て
い

ま
す
。

営
農
研
究
会
の
準
備
を
進
め
て
い
く

中
で
栃
木
県
国
際
農
友
会
の
大
先
輩
で

あ
る
五
月
女
昌
已
さ
ん
に
「
コ
ロ
ナ
を

理
由
に
し
て

は
い
け
な

い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

変
化
に
労
力

を
伴
う
時

「
も
う
歳
だ

か
ら
」「
リ

ス
ク
が
あ
る

か
ら
」
と
理

由
を
つ
け
て

尻
込
み
し
が

ち
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
３
年
間
「
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
水

戸
黄
門
の
印
籠
の
よ
う
に
か

ざ
し
、
自
分
の
都
合
の
良
い

よ
う
に
使
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
至
り

反
省
し
ま
し
た
。
今
後
は
コ

ロ
ナ
の
印
籠
は
封
印
し
、
周
り
の
人
間

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
よ
り
良
い
栃

木
県
国
際
農
友
会
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

 組織の在り方、新たな仕組みとネットワークへ

 関東甲信静越ブロック営農研究会を終えて

啓発キャラバン

栃木県 OB 山崎氏発表
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中国・四国ブロック代表理事 

檜垣 真城（愛媛県 /H3/ デンマーク）

東海・近畿・北陸 3県ブロック 東海・近畿・北陸 3県ブロック

中国・四国ブロック

共感したいこと

私
た
ち
の
大
先
輩
で
あ
る
、
初
代
研

修
生
の
派
米
か
ら
70
年
が
経
ち
ま
し
た
。

私
た
ち
愛
媛
県
国
際
農
業
者
交
流
協
議

会
の
初
代
会
長
で
あ
る
宮
本
保
氏
が
そ

の
う
ち
の
１
人
で
す
。そ
の
時
か
ら
脈
々

と
続
い
て
き
て
い
る
農
業
研
修
生
海
外

派
遣
事
業
を
鑑
み
る
に
、
発
展
の
礎
と

な
り
、
私
た
ち
を
今
日
ま
で
導
く
灯
と

な
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
い
感
慨

を
覚
え
、
感
謝
に
堪
え
な
い
思
い
で
す
。

本
会
で
は
10
年
毎
に
記
念
行
事
を
行

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
70
周

年
の
機
会
に
も
、
記
念
式
典
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
令
和
5
年
2
月
11
日

（
土
）
14
時
～
18
時
ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ

ズ
松
山
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
海
外
農
業
研
修
は
長

い
人
生
の
わ
ず
か
1
～
2
年
で
は
あ

り
ま
す
が
、
仲
間
と
の
忘
れ
が
た
い
輝

き
に
満
ち
た
友
情
の
日
々
、
溢
れ
ん
ば

か
り
の
夢
と
希
望
を
語
っ
た
思
い
出
、

そ
し
て
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

海
外
農
業
研
修
を
一
緒
に
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
！

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
今
も
っ
て
状
況

が
変
り
や
す
く
は
あ
り
ま
す
が
対
面
で

の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
大
事
な

ひ
と
時
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
過
ご
せ
る
な
ら
ば
何
よ

り
で
す
。
同
郷
の
仲
間
、

同
期
の
友
を
お
誘
い
あ
わ

せ
頂
き
、
愛
媛
県
自
慢
の

道
後
温
泉
に
浸
か
り
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
語
り
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

ご
来
県
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
昨
年
11
月
26
日
に
島
根

県
に
て
国
際
化
対
応
営
農

研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

島
根
大
学
で
の
開
催
で
学

生
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
何
よ
り
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
社
会
に
向
け
て
対

面
で
の
開
催
と
な
り
、
い

よ
い
よ
活
発
に
O
B
・
O
G
同
士
、
組

織
同
士
の
交
流
が
活
性
化
し
て
い
く
な

ら
ば
良
い
と
心
よ
り
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
、
来
年
度
は
香
川
県
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
県
内
の

O
B
・
O
G
の
皆
さ
ん
は
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
久
し
く
語
ら
う
機
会
の
な
か
っ

た
近
隣
県
の
仲
間
た
ち
と
も
再
開
で
き

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

「
魚
つ
き
林
（
う
お
つ
き
り
ん
）」
と

い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

魚
つ
き
林
と
は
川
や
海
の
生
物
に
好
影

響
を
も
た
ら
す
森
林
を
指
す
言
葉
で
、

山
に
降
っ
た
雨
が
染
み
込
み
洪
水
を
防

ぎ
、
同
時
に
キ
ノ
コ
の
菌
や
微
生
物
を

川
か
ら
海
に
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
生
物
が

潤
う
循
環
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

原
木
し
い
た
け
栽
培
を
す
る
こ
と
で

地
球
環
境
を
守
り
、
食
べ
た
お
客
様
に

も
美
味
し
い
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
。

試
食
販
売
な
ど
を
通
じ
て
こ
の
「
魚
つ

き
林
」
の
話
を
す
る
と
お
客
様
も
「
原

木
し
い
た
け
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て

私
た
ち
も
環
境
保
全
に
一
役
か
っ
て
い

る
の
ね
」
と
共
感
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

環
境
と
人
と
の
繋
が
り
。

今
後
も
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。

28
年
前
、
何
を
し
た
い
何
か
を
学
び

た
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
た
だ
ア
メ

リ
カ
へ
行
き
た
い
！
と
い
う
思
い
か
ら
、

海
外
農
業
研
修
で

渡
米
し
ま
し
た
。

帰
国
後
は
複
合

経
営
（
ト
マ
ト
、

ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
、

菌
床
椎
茸
）
を
行

い
、
少
し
ず
つ
規

模
を
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
私
が
今

日
ま
で
こ
う
し
て

や
っ
て
こ
ら
れ
た

要
因
の
一
つ
が
、

海
外
農
業
研
修
で

の
経
験
で
す
。

派
米
研
修
の
先
輩
方
、
同
輩
。
派
遣

先
の
ボ
ス
、
メ
キ
シ
コ
人
労
働
者
た
ち

と
共
に
働
い
た
こ
と
、
全
て
が
良
い
思

い
出
で
す
。

そ
し
て
現
在
、
４
名
の

ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
が
我
家

の
経
営
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

時
々
、
外
国
人
労
働
者

に
よ
る
事
件
な
ど
目
に
し

ま
す
。
雇
用
主
や
心
な
い

日
本
人
が
彼
ら
を
不
当
に

扱
う
こ
と
が
一
因
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
は
日
本
の

農
業
を
支
え
に
来
て
く
れ

て
い
る
彼
女
ら
に
、
良
い

思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
農
業
経
営
を
し
て
行
き
た
い
。
か

つ
て
自
分
が
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
。

岐阜県国際農業者交流協会
横田 千洋（岐阜県 /H6/ 米２）

岐阜県国際農業者交流協会
井上 岳洋（岐阜県 /H6/ 米２）

対面での販売

農場にて

 海外農業研修生 70 周年

外国人実習生におもう

島根県で開催された令和 4 年度営農研究会
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協会創立70周年の金字塔を築いて
こられた全国の諸兄と心から喜びあ
い、明日への前進の為に邁進いたし
ましょう。
廃土となった国土、満足な食料

も無く荒れすさんだ国民に復興の光
を見い出す目的で、農林大臣を務め
農政の神様と言われた石黒忠篤氏ら
が、若き青年達を農業先進国に派遣
することで「将来の世界平和を農民
の連携と交流を通じて実現する」た

めに、1952年に米国へ46名を旅立た
せた。
翌年にはデンマークへ9名と米国

へ83名が横浜港から出港した。船に
は英国のエリザベス女王の戴冠式に
出席される皇太子時代の上皇さまが
同船されており、渡航中は英会話や
ダンスなどを共にされたことから我
々の組織の記念行事には親しくご臨
席を頂いてきた。
20周年記念大会のレセプション会

場で皇太子ご夫妻は、私に実習体験
を英語で質問され、同伴した米国で
のホストに握手して下さったことは
生涯の思い出となった。
その後の私に「宝の山農業を豊か

にする」ことをライフワークに選ば
せたのは、米国での1年間の実習生
活と多くの友人たちとその後も続く
「草の根大使」としての働きに他な
らない。
私達16回生130名は、帰国後に

記念誌「あすへの前進」を発刊した
が、当時の国際農友会片桐真吉会長
から巻頭に「古い大地は　新しい種
子を　蒔こう」の直筆を頂いた。今
でもこの本を開き、往時の苦労を共

にした仲間を想い、国際農友会の後
輩たちが道を拓く力になりたいと

願っている。
「天地人」コーナーの命名者と

して、武者小路実篤の詩文「天に星
地に花　人に愛」を座右の銘として
いるが、まさに心ある農業者の生涯
を照らす名言であると思うし、農友
会活動には上杉謙信が言った「天の
時、地の利、人の和」が求められる
だろう。
今こそ多難な農業界の将来を託

すべき青年達を海外に送り、育てる
為に戦国武将の武田信玄の言葉「人
は城、人は石垣、人は堀、情けは味
方、仇は敵なり」をかみしめ、鏡と
したい。

人は城・
人は石垣・人は堀
国際農友会 顧問
本間 惇（東京都 /S41/ 米１）

てんちじん

九州ブロック

研修生を見送る石黒忠篤氏

九州ブロック国際化対応営農研究会in大分 大分県国際農友会 事務局長　
森永 大直（大分県 /S63/米２ ）

こ
の
話
を
始
め
た
の
は
令
和
３
年
の

３
月
、
由
布
院
に
あ
る
我
々
の
秘
密
基

地
「
ア
ジ
ト
」
に
て
役
員
数
名
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
後
は
ご
承
知
の

と
お
り
、
幾
多
の
コ
ロ
ナ
禍
の
波
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
、
集
ま
ら
な
い
焦
り
と

進
ま
な
い
不
安
の
中
、
こ
こ
ま
で
幾
年

月
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

今
回
の
営
農
研
究
会
テ
ー
マ
は
「
農

業
・
農
村
の
継
承
と
課
題
～
担
い
手
、

そ
し
て
担
わ
せ
手
」。

１
日
目
は
、
担
い
手
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
て
「
大
分
県
の
新
規
就
農
促
進
の
歩

み
と
課
題
、
そ
の
成

果
」
が
話
題
で
す
。

今
か
ら
30
～
40
年
程

前
、
大
分
県
は
新
規

就
農
促
進
の
先
進
県

と
し
て
そ
の
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
し
た
。
双
方
に

良
さ
そ
う
に
見
え
た

土
地
と
人
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
も
、
蓋

を
開
け
れ
ば
問
題
が

多
く
、
反
省
と
工
夫

の
連
続
の
歴
史
の
挙

げ
句
、
今
ど
ん
な
成
果
を
上
げ
て
い
る

の
か
？
大
分
県
の
農
村
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
真
相
に
迫
り
ま
す
！

２
日
目
は
、“担
わ
せ
手
”
で
あ
る
会

員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
近
い
将
来
の
重

要
課
題
の
経
営
継
承
に
言
及
し
ま
す
。

ま
ず
講
師
に
興
味
深
い
情
報
提
供
を
頂

い
た
後
、
テ
ー
ブ
ル
毎
の
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
ま
す
。
従

来
２
日
目
は
現
地
見
学
研
修
が
主
流
で

す
が
、
久
し
振
り
に
集
っ
た
仲
間
同
士

で
大
い
に
語
り
合
っ
て
欲
し
い
、
大
作

戦
で
す
！
経
営
継
承
形
態
の
同
じ
様
な

仲
間
ど
う
し
で
是
非
、
素
面
で
語
り
合

っ
て
、
ま
た
明
日
か
ら
前
進
出
来
る
様

な
ヒ
ン
ト
を
得
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
は
「
ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
い
ざ
な
い
」
と
題
し
て
今
の

最
先
端
の
農
業
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

S
N
S
・
A
I
・
ド
ロ
ー
ン
等
を
駆
使

し
た
圃
場
で
の
効
率
U
P
・
生
産
力
向

上
の
技
術
か
ら
、
簡
単
便
利
な
経
営
管

理
ア
プ
リ
等
、
き
っ
と
手
が
出
る
オ
ス

ス
メ
情
報
満
載
で
す
！

コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
も
今
や
万
全
対

策
の
上
、
恐
れ
ず
積
極

行
動
で
社
会
を
回
転
さ

せ
る
べ
き
局
面
で
す
！

こ
れ
ま
で
の
淀
ん
だ
幾

年
月
を
打
破
す
る
様
な

勢
い
の
あ
る
会
を
、
参

加
頂
い
た
皆
さ
ん
と
一

緒
に
演
出
で
き
た
ら
本

望
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
下
さ
い
！

対面での交流がやっぱり 1 番！

2 月に営農研究会を開催します



知人の軽自動車が、夕方山側の農道を走行中
にイノシシと衝突！ 100Kg 級の大型で衝撃が
凄く、フロントバンパーは粉砕、左フェンダ
ーとドアが大きくへこみ見るも無残な状態。何でも 2か月前に買
ったばかりの新車だとか…。賠償責任を求める相手もなく、せめ
てイノシシが身を切ってジビエになってくれていたらとの友人談。

編 集 後 記

会員の動向 （敬称略、順不同）

ご逝去
平成 25年 10 月	 入江 近恵	 （香川県 /S35/ 米 3）
平成 27年 10 月	 三上 光世	 （青森県 /S37/ 米 1）
令和元年	 松尾 俊一郎	 （福岡県 /S35/ 米 3）
令和 2年 3月	 田中 寿行	 （東京都 /S31/ 米 3）
令和 2年 5月	 平野 隆吉	 （神奈川県 /S32/ 米 3）
令和 2年 9月	 執行 隆義	 （三重県 /S34/ 米 3）
令和 3年 4月	 石和田 四兵衛	（千葉県 /S28/ 米 1）
令和 3年 4月	 貝田 喜彦	 （長崎県 /S38/ 米 3）
令和 3年 6月	 長内 次男	 （青森県 /S32/ ブラジル）
令和 3年 6月	 根津 勝利	 （山梨県 /S37/ 米 1）
令和 3年 6月	 橋本 太久美	 （埼玉県 /S38/ 米 1）
令和 3年 7月	 宮崎 光弘	 （長野県 /S41/ 米 2）
令和 3年 11 月	 土井 秀則	 （香川県 /S44/ 米 1）
令和 3年 12 月	 原囿 千村	 （京都府 /S33/ 米 3）
令和 3年	 宮本 関人	 （大分県 /S35/ 米 3）
令和 4年 2月	 野口 公臣	 （長崎県 /S34/ 米 3）
令和 4年 2月	 安西 善作	 （神奈川県 /S32/ 米 3）
令和 4年 2月	 船橋 博和	 （和歌山県 /S32/ 米 1）
令和 4年 2月	 菊永 哲也	 （鹿児島県 /S38/ 米 3）
令和 4年 3月	 大杉 清二	 （広島県 /S35/ 米 3）

令和 3年 3月	 平野 展主	 （岐阜県 /S32/ 米 3）
令和 4年 4月	 宮澤 玉治	 （群馬県 /S32/ 米 3）
令和 4年 4月	 関山 英武	 （北海道 /S38/ 米 3）
令和 4年 4月	 服部 年晴	 （和歌山県 /S59/ 米 1）
令和 4年 5月	 麓 昭生	 （熊本県 /S34/ 米 3）
令和 4年 5月	 伊勢田 博通	 （青森県 /S45・47/ 米 2）
令和 4年 6月	 石井 久次	 （新潟県 /S34/ 米 3）
令和 4年 6月	 足立 淑世	 （島根県 /S32/ 米 3）
令和 4年 6月	 小出 立彦	 （神奈川県 /S42/ 米 1）
令和 4年 7月	 車田 次夫	 （福島県 /S35/ 米 1）
令和 4年 10 月	 天野 治　	 （愛知県 /S49/ 米国１）
令和 4年 11 月	 谷冨 智啓	 （熊本県 /S45/ 米 2）
不明　　　　　　 赤石 伊市	 （群馬県 /S34/ 米 3）
不明　　　　　　 熊川 雅記	 （群馬県 /S38/ 米 3）
不明　　　　　 　林 猛夫	 （岡山県 /S37/ 米 3）
不明　　　　　　 佐々木 孝志	 （宮城県 /S37/ 米１）
不明　　　　　　 田中 正武	 （広島県 /S31/ 米 3）
不明　　　　　　 鍬守 和徳	 （東京都 /S44/ 米 3）
不明　　　　　　 石丸 巽	 （佐賀県 /S34/ 米 3）
不明　　　　　　 川村 智且	 （神奈川県 /S44/ 米 1）	

同期会
昭和 47年度欧州派遣研修生同期会
令和 5年 10 月 28 日～ 29日
島根県 玉造温泉

平成6年度欧州派遣研修生同窓会 
令和 5年 11 月 12 日、13日　
福島県双葉郡浪江町

叙勲・受賞
令和 4年秋の叙勲　
　旭日双光章　田中 孝博
	 （香川県 /S47/ 米 1）
令和 4年秋の褒章　
　黄綬褒章　　吉田 哲士
	 （香川県 /S49/ 米 1）

当選
令和 4年 4月　
　北海道安平町議会議員　
　内藤 圭子
　（北海道 /S58/ デンマーク）

会員のひろば 
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